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 最も軽いハイパー核である  Hは、その束縛エネルギーが 148±40 keV と非常に弱い束縛系、

つまり空間的に広がった構造を持つ束縛系である。すなわち、  Hの中の Λ はほぼ自由空間に

存在していることが予想される。しかしながら、2013 年 HypHI collaboration により報告された  H

の寿命はその予想を大きく覆す、183±37 ps [2]とハイパー核内Λが強い媒質効果により寿命が

短縮されたことを示唆するものであった。それ以来、主に高エネルギー重イオン衝突実験である

STAR 実験[3]や ALICE 実験[4]において、同様に 200ps を切る短寿命が報告されてきた。この寿

命と束縛エネルギーの不一致は「ハイパートライトンパズル」と呼ばれ広く認識される事となった。 

  一方最近のSTAR[5]実験やALICE[6]実験の高統計データの解析結果は、ほぼ自由空間のΛ

に寿命、すなわち弱い束縛状態の存在に一致する値を示している。高エネルギー重イオン衝突

実験における寿命の測定は、  Hの崩壊粒子である  H+π の崩壊点を同定し、その崩壊距離か

ら導出されたものである。すなわち、全く違った方法で  Hの寿命測定が待ち望まれている。そこで

我々は、  Hの寿命直接測定を目指した実験である J-PARC E73 実験を計画している。 

 J-PARC E73 実験は(𝐾 , 𝜋 )反応を用いて、前方に飛ぶ𝜋  から崩壊するエネルギーの高い γ

線を測定することでハイペロン生成事象をタグし、そのうちハイパートライトンが 2 体崩壊して出て

くる𝜋 の単一の運動量を選ぶことでハイパートライトンを識別する。 

我々は 2023 年春にハイパートライトンの収量向上のため鉛ガラスカロリメーター増築を計画して

いる。増築する鉛ガラスカロリメーターは一本当たり 260mm の長さとするが、コストの関係上

130×50×50mm の結晶二つを接合して使用する。その際の接合方法を決定するためにビーム

テストを行った。本講演では追加する鉛ガラスカロリメーターの製作状況について報告を行う。 
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